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　質問議員が500字以内に内容をまとめたものを通告順に掲載し

ています。

東
海
漬
物
の
材
料
は

　
　
　
　
宍
粟
産
の
も
の
を

採
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
努
力
す
る
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木
藤
　
幹
雄
　
議
員

行
政
改
革
実
施
計
画
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

計
画
を
策
定
し
推
進

西
川
　
省
二
　
議
員

問市
長

市
長

市
長

問

問

　
　
　
　
市
政
全
般
に
わ
た

　
　
　
る
抜
本
的
改
革
の
取

組
み
と
し
て
「
行
政
改
革
推

進
計
画
」
の
も
と
平
成
１８
年

度
に
行
革
実
施
計
画
を
策
定

し
た
７０
項
目
か
ら
な
る
行
革

の
推
進
の
成
果
に
つ
い
て
伺

う
。

　
７０
項
目
の
取
り
組
み
は
計

画
通
り
進
捗
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
実
施
済

　
　
　
　
　
み
は
２５
項
目
、

計
画
通
り
検
討
し
て
い
る
も

の
２８
項
目
、
関
係
団
体
等
と

協
議
検
討
中
１３
項
目
、
１９
年

度
よ
り
推
進
す
る
も
の
４
項

目
で
す
。

　
　
　
　
現
時
点
で
の
成
果

　
　
　
は
。

　
　
　
　
　
　
職
員
定
員
適

　
　
　
　
　
正
化
、
職
員
手

当
を
含
む
給
与
の
適
正
化
、

補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
、

民
間
委
託
の
推
進
等
の
行
政

運
営
の
経
費
節
減
に
よ
り
約

３
億
１
千
万
円
の
削
減
効
果

が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
新
年
度
行
革
実
施

　
　
　
計
画
は
１８
年
度
７０
項

目
を
継
続
し
て
行
く
事
と
な

っ
て
い
る
が
事
業
の
必
要
性

を
客
観
的
に
評
価
し
、
見
直

し
改
善
を
よ
り
進
め
「
ム
ダ

ゼ
ロ
」
を
掲
げ
行
革
を
推
進

す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
１９
年
度
行
革

　
　
　
　
　
実
施
計
画
策
定

に
は
７０
項
目
を
基
本
に
、
国

や
県
の
動
き
、
社
会
情
勢
等

的
確
に
改
革
へ
反
映
す
る
こ

と
と
し
、
継
続
実
施
す
る
も

の
、
見
直
し
す
る
も
の
、
新

た
に
推
進
項
目
と
し
て
追
加

す
る
も
の
を
行
革
推
進
本
部

で
検
討
す
る
中
で
、
確
実
な

行
政
改
革
の
推
進
を
図
る
。

問問 市
長

市
長

　
　
　
　
再
三
に
わ
た
り
ポ

　
　
　
イ
捨
て
防
止
条
例
の

制
定
を
強
く
要
望
し
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
成
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。
制
定
す
る
気
が
あ

る
の
か
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
環
境
問
題
は

　
　
　
　
　
全
世
界
レ
ベ
ル

で
困
難
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

防
止
対
策
と
し
て
は
、
市
の

広
報
に
よ
り
、
広
く
市
民
の

方
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
、
警
察
、
県

の
関
係
機
関
と
よ
り
綿
密
な

連
携
を
行
い
啓
発
と
パ
ト
ロ

ー
ル
の
強
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
防
止

条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所

管
の
委
員
会
で
協
議
い
た
だ

き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
１８
年
３
月
の

　
　
　
一
般
質
問
で
企
業
誘

致
に
つ
い
て
市
長
は
自
か
ら

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ

て
企
業
誘
致
を
は
か
る
と
答

え
ら
れ
た
が
成
果
が
あ
っ
た

の
か
。
東
海
漬
物
の
材
料
は

宍
粟
市
産
の
物
を
採
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
強
く
会
社

と
交
渉
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
可
能
な
限
り

　
　
　
　
　
情
報
を
収
集
し

て
、
自
ら
出
向
い
て
対
応
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
各
方
面
に
依
頼
し
雇
用
の

場
の
確
保
の
た
め
、
企
業
誘

致
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

漬
物
の
原
材
料
に
つ
い
て
は

県
の
機
関
、
Ｊ
Ａ
、
農
家
と

協
議
し
な
が
ら
市
内
産
の
物

を
採
用
さ
れ
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。
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6月　7日 木 本会議

本会議
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議案上程・議会構成選挙5月25日 金

火
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木
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本会議

本会議
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本会議

　
議
員
協
議
会
に
お
い
て
、

議
員
定
数
の
是
正
を
検
討
す

べ
き
と
の
議
題
が
提
案
さ
れ
種
々

の
課
題
を
念
頭
に
、
今
後
市

民
の
皆
様
の
納
得
の
い
く
宍

粟
市
議
会
と
し
て
の
適
正
定

数
を
決
定
す
べ
く
標
記
の
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
我
々

議
員
に
お
い
て
は
、
民
意
の

立
場
か
ら
、
市
の
地
域
性
や

財
政
等
を
考
慮
し
て
次
期
改

選
時
ま
で
に
適
正
な
定
数
に

す
べ
く
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

宍
粟
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

宍
粟
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

特
別
委
員
会
メ
ン
バ
ー

委

員

長
　
田
渕
基
次

副
委
員
長
　
岡
前
治
生

委
　
　
員
　
大
倉
澄
子

　
　
　
　
　
木
藤
幹
雄

　
　
　
　
　
内
海
利
為

　
　
　
　
　
岡
　
久
和

　
　
　
　
　
岩
蕗
昭
美

　
　
　
　
　
岸
本
義
明

　
　
　
　
　
西
川
省
二


